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「才能」ってなんだろう？

大事なのは「自分で考える力」
５月３１日（火）全校集会講話から抜粋

進路指導のコーナーの記事から
１年生にとっては初めての中間テストが終

了しました。生徒の皆さんはそれぞれ計画を

立てて目標を掲げて中間テストに臨んだと思

いますが、結果はどうだったでしょうか。

３年生の教室の廊下に興味深いことが書か

れてありました。「同じ内容を教わっても、

上達の早い人とそうでない人に別れるのはな

ぜ？」という記事です。これは「進路たいむ」

というコーナーに担当の先生が掲載してくだ

さっていたものです。

上達の早い人と、そうでない人に別れる

のはなぜ？・・・一言に「才能」と言って

しまえば、理解したような気になるかもし

れませんが、実際はこの「才能」にも根拠

や理由があります。「才能」とは具体的に

なんなのでしょう？

例えば、シュートが得意なＡさん、シ

ュートが苦手なＢさん。これを「Ａさんは

Ｂさんより才能があるからできる」と言っ

てしまえば、なんかもう、Ｂさんはあきら

めるしかないような、悲しい気落ちになり

ますが、ここで止まってはいけません。Ｂ

さんがシュートが苦手なのには、理由があ

るのです。それは手首のスナップの問題だ

ったり、足のジャンプのタイミングの問題

だったり、シュートする距離感の問題だっ

たり、精神的な問題だったり、いろいろな

可能性が考えられます。もし、Ｂさんに「自

分で考える力」があれば、一つ一つかみ砕

いて検討し、「シュートが入るための条件」

と「Ｂさんに足りないこと、あるいは余分

なこと」について気づくことができると思

います。この「自分で考える力」こそが「才

能」なのでは？と思います。

たしかに、Ａさんのように深く考えな

くても「はじめからできてしまう人」もい

ます。おそらく、ある程度のレベルまでは

それでカバーできます。しかし、プロとし

て、より高いレベルを目指したときには「は

じめからこなす能力」だけでは必ず限界が

きます。Ａさんはシュートは得意かもしれ

ませんが、必ず別の壁にぶつかる瞬間がき

ます。そのときこそ「自分で考える力」が

必要なのです。

考える力をつけるには
では、考える力はどうやってつければいい

のでしょうか？

◆ 問題があってもあきらめないこと。

◆ どうしたらいいか、考えること

◆ どうして良いかわからなかったら、先

生や友達に聞くこと。

◆ 教えてもらったことを元に、自分でや

ってみること。それでもだめなら？繰り

返し先生や友達に聞きましょう。

◆ やったことや反省を記録に残して次に

生かすこと。

これらのことは、やる気になれば誰でもで

きます。これから中体連の大会や期末テスト

と自分がチャレンジする機

会が続きます。「互いに励

まし合い、目標に向かって

チャレンジする生徒」であ

り続けるために「自分で考

える力」を身につけていき

ましょう。


